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1994年10月22日（土）に，本会の第34回例会が筑波大学学校教育部において開催された。例会
では佐藤俊彦先生に実践報告，澁澤文隆先生に講演をしていただいた。以下お二人にご寄稿いた
だいた要旨を掲載する。
「私立中学・高等学校における地理教育の一貫性」
一新学力観をふまえて一一
佐藤俊彦＊
本校では6年一貫教育を実施し，教育の一貫性について各教科レベルで配慮しやすい環境にあ
る。こうした中での課題は，生徒の発達段階についてどこまで配慮する必要があるかという点，
もう一つは，内容が重複する場合，興味•関心が薄らいでしまうのではないかとういことで
あった。
一つ目の課題を考えるために，地形図学習を例とした。この場合，中学校でも高校でも，断面
図を書くといった，図上で作業する内容はほとんど変わらない。作業自体は中 1でも可能である。
異なっている点はその考察の範囲である。つまり，基礎となる作業は同様に行っても，そこから
何を分からせるのかという，内容的深まりについては高校段階にゆずるという形を取っている。
実際高校生の方が他教科や生活経験上身につけてきた知識をもとに，総合的な考察を行うこと
ができる。また，内容の一貫性について，プレートテクトニクスを例として挙げた。私の場合，
中1でも高校でも，プルームの考え方にまで触れて説くようにしている。できるだけ簡単に解説
しており，中1の試験でも基本的に理解していることは確認できた。こうしてみると，社会科の
場合発達段階の考察というのは能力的な配慮という面より，特に既存知識・体験の差というの
が関係しており，教えられた知識が自分のものとしてどの様に総合的に理解され，身に付くのか
が自ずと変化するように思われる。無理に平易にして，表面だけで学習を終えるよりは，主題学
習などにより，その年齢で可能な限り，考察させることが大切なことではないかと考えている。
二つ目の問題も，関心や興味を重視する新学力観においては大きな課題である。高校の地理で
特別に変わった内容構成をしているのではないため，中学段階でのアプローチの仕方を工夫して
いる。社会科全体として教科課程を見直し，地理の内容を日本と世界に分け，日本地理で主題的
なアプローチにしている。また，世界の内容は中学の世界史的内容と融合させて，地域の全体像
がつかめるように配慮している。内容の重複について，現実には，何年も前に習ったことは忘れ
てしまっていたりして，繰り返しの効果の意味あいが強い。しかし，新聞記事を利用して，事象
がどう変わりつつあるのか，また，これまでの体験や学習を通して，理解がどう広まったのかを
考えさせる事も重要である。既存の知識を揺さぶるような授業展開を配慮する必要があろう。
＊麻布中学校・高等学校
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社会科の課題と改革の方向
ー中学校・高等学校の当面の課睡をめぐって一＿
澁澤文隆＊
中学校・高等学校の社会科（地理歴史科，公民科）をめぐる課題はたくさんあるが，それらの
中で本日は受験指導とのかかわりに焦点化して述べることにする。というのは，各地の先生方に
お会いすると，新しい学力観に立つ社会科授業はタテマエ，理想の世界であり，ホンネ，現実は
受験指導に対応した社会科授業を推進せざるを得ないとの声がよく聞かれるからである。このた
め，入試が変わらなければ学校の社会科授業は変わらないし，網羅的な知識詰め込みの学習に
なってもやむを得ないとの授業観が横行している。
こうした状況下においては，どんな優れた実践や提案も，結局は“入試はどうなるのか，入試
に対応できるのが’といった問いにかき消され，授業改善にまで至らない。それだけに，特に中
学校社会科においては大部分の生徒が高校進学を希望しているだけに，受験指導の在り方をも視
野に入れた社会科授業の検討が必要になっている。
ところで，多くの先生方は受験指導というと“知識詰め込みの授業”と考え， このため課題学
習や作業的，体験的な学習などを効率の悪い学習ととらえる傾向がみられる。しかし，それは受
験指導を矮小化しているのではないだろうか。なぜならば，塾や予備校によっては，受験指導と
いっても知識詰め込みでない授業も散見されるし，参考書に書いてあるようなことは予備校で教
えてもらわなくても自宅で勉強した方か効率がよいと言う予備校生の声も聞かれる。
社会科の授業は，受験を意識して網羅的に取り上げれば取り上げるほど，毎時間新しい内容に
入るような繰り返しの少ない学習になりやすい。そして，人間の能力では知識といえども 1回で
はなかなか覚えられないということを考慮すると，次から次へと新しい内容を取り上げる授業は，
一方で次から次へと忘れさせる一過性の授業ということができる。にもかかわらず生徒が知識を
身に付けることができるのは，実は授業以外の場で，すなわち家庭や塾などで繰り返しの勉強を
しているからである。このように考えると，受験勉強は学校の授業だけで成り立っているわけで
はなく，家庭などでの学習との一体化の中でとらえる必要があることがわかる。
そして，もし学校で知識詰め込みの指導を行ったら，生徒自身でそうした知識に肉付けしたり，
問いと答えの間にあることを埋めたりすることは困難であることから，生徒は家庭等でも知識詰
め込みの学習を繰り返さざるを得なくなる。そうした文字と言葉で問いと答えを短絡的に結び付
けたような知識は，忘れやすく応用性がないなどから身に付け方の質が悪く，このためより一層
覚える勉強を繰り返さざるを得ない。このような学習が，たとえ受験勉強であっても効率的なの
だろうか。
学校の授業と家庭等の学習との一体の中で受験勉強が成り立っているとすれば，学校の授業と
家庭等の学習とは同じレベルの知識詰め込みの学習を繰り返すのではなく，学校の授業と家庭等
の学習で役割分担をして，全体として生きた知識をしっかり身に付けた方が効率的なのではない
＊文部省
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か。知識の身に付け方をはじめ家庭での勉強の仕方をしっかり指導する一方で，学校は学校でな
いとできない学習いわばひからびた知識に血を通わせるような学習知識を身に付けるために
も必要な見方や考え方の学習などを分担して，その充実に努める。実は，前述の塾や予備校など
では既にこの観点に立って受験指導の充実に努めているのである。このように考えると， “受
験指導＝知識の詰め込み”ではなく，もっと豊かな受験指導の実現が可能であるし，新しい学力
観に立つ社会科授業と受験指導とは両立できるといえよう。
なお，豊かな受験指導を展開するには，一方でテスト改革も必要である。これまでのようなテ
ストは知識を問うものなど矮小化してとらえ，覚えていないと解けない，覚えているだけで解け
るような問題のみを出題する状態から脱却する必要がある。そして，社会科の授業で重視して指
導した部分をもっと大切にしたり，関係認識の学習成果を問うような問題を工夫したり，変化の
時代に対応する能力に着目して問うような問題を開発したりして，いわば覚えているだけでは解
けない問題を多く出題できるよう努力する必要がある。
さらに，今日では，受験指導というフィルターをかけないと何が重要で何が重要でないかを区
別することができないような社会科担当の先生が多くなっているように思われる。また，授業は
知識詰め込みの受験指導で工夫改善の余地が少ないと割り切り，エネルギーの多くを部活動など
に注いでいる先生も少なくない。こうした状況を踏まえると，教員の研修を整備充実すること
も課題になっていると考える。
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